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避難行動要支援者の避難行
動支援に関する取組指針
（平成２５年８月内閣府
（防災担当））



個別避難計画作成の意義

• 避難のための個別計画ですから，避難行動要支援者名簿
の情報だけでは不十分です。どのような情報が必要で
しょうか?

• ふだんの暮らし（医療・福祉サービス，家族構成，交友関係…）の把握
• 本人の能力（できること・できないこと・得意なこと・苦手なこと…）
• お住まいの居所の災害リスク
• 避難場所等までの経路，避難手段（人・物…）
• 避難場所等での配慮事項等

• 上記の情報を本人と福祉専門職，地域で共有することで，
ふだんの交流が広がる

• 地域コミュニティの中で「記録」から「記憶」へ変化
させることで，「行動」へつながる

変化



避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針
平成25年８月（令和３年５月改定）内閣府（防災担当）



避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針
平成25年８月（令和３年５月改定）内閣府（防災担当）



避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針
平成25年８月（令和３年５月改定）内閣府（防災担当）





令和２年度 全国介護保険・高齢者保健福祉担当課⾧会議資料：高齢者・障害者等の個別避難計画に関する防災と福祉の連携について（内閣府防災担当（避難生活担当））より



令和２年度 全国介護保険・高齢者保健福祉担当課⾧会議資料：高齢者・障害者等の個別避難計画に関する防災と福祉の連携について（内閣府防災担当（避難生活担当））より



グループワーク

（１）グループディスカッション

（２）各班発表
・議論で気づいたことや感じたこと等

（３）講師による総括コメント



個別避難計画を作成するために
どのような情報が必要でしょうか？

①自治体が持っているどのような情報が
活用できるでしょうか？

②本人・家族・地域から聞き取らなけれ
ばならない情報を具体的にあげてくだ
さい。

グループワーク



事例設定

・名 前:岡山 花子
・年 齢:８５歳
・性 別:女性
・介護度:要介護１
・住 所:○○市△△町・・・
・家 族:⾧らく独居、夫は５年前に他界、子どもは市外と県外
・居住地の状況
・土砂災害警戒区域（土石流）となっている。
・隣の家とは並んでいるが隣は空き家で、一番近い住人の家ま
で２０m離れている。
・家の周りは田んぼが多い。公民館までは１km離れている。
・公民館までの間に橋を渡る必要がある。


